金銭消費貸借契約書

貸主		（以下「甲」という。）と借主		（以下「乙」という。）とは、本日、以下のとおり金銭消費貸借契約を締結した。

第１条 
　甲は乙に対し、金××万円を以下の条件で貸し渡し、乙はこれを借り受けた。

第２条
　返済期日を平成○○年○○月○○日とし、元金および元金に対し年△％の利息を付加した合計金額を、乙は甲の住所地に持参して返済するものとする。

第３条
　乙が次の事由に一つでも該当した場合は、甲の催告を待たずに乙は期限の利益を失い、直ちに元利金を支払うものとする。
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第４条
　本契約に関して生じた紛争の管轄裁判所は、甲の住所地を管轄する地方裁判所とする。 

上記のとおり成立したことを証するため本書を２通作成し、甲乙各自が署名・押印の上各１通ずつを保有する。 

平成○○年○○月○○日 

（甲）	住所

	氏名				印

（乙）　住所

	氏名				印
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